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Ⅰ 緒  言 

 
イチジクは千葉県では昭和初期から市原市で栽培が開

始され，その後内房地域を中心に産地が形成されてきたが，

近年は香取，長生，山武地区でも新たに生産組合が発足さ

れる等，高齢者を中心に栽培が増加する傾向にある．品種

は日本におけるイチジク栽培面積の 70％以上を占め，豊

産で輸送性に優れる「桝井ドーフィン」が多いが，観光園

や直売所などでは「桝井ドーフィン」以外の良食味品種の

導入も求められている．新規開園や規模拡大の際には多く

の苗木を必要とするが，イチジクの苗木は挿し木により１

年で育成できるため，育成者権がない品種については自家

増殖によって経費の削減が図れる．特に「桝井ドーフィン」

以外の品種の苗木は流通量が少なく，比較的高価な場合が

多いので，自家増殖による経費節減効果は大きい．  
イチジクの挿し木は一年生休眠枝を用いた春先の露地

挿しが一般的である．挿し穂には剪定枝を利用すれば良い

が，十分な本数がない場合は，1本の枝から少しでも多く

採取する必要がある．しかし，植物の種類によっては先端

の細い部分と，芽の分化の悪く発根発芽が不ぞろいになる

ことが多い基部は挿し穂に用いない方が望ましいとされ

ている（町田，1974）．イチジクについてはこのような知

見がなく，いずれの部位が適しているかの検討が必要であ

る．また，高垣ら（1997），平井ら（2013）らは「桝井ド

ーフィン」を供試して露地での挿し木に関して報告してい

るが，それ以外の品種についての報告はほとんどなく，挿

し木の活着の難易度等に品種間差が存在するかは不明で

ある．そこで，一年生枝における挿し穂の採取部位・形質

が挿し木の活着と苗木の生育に及ぼす影響について，「桝

井ドーフィン」及び食味品種として直売等で注目される2
品種において調査したところ，いくつかの知見が得られた

ので報告する． 
 

Ⅱ 材料及び方法 

 
 

 

 
1．「桝井ドーフィン」他 2 品種の挿し穂の採取部位が挿し

木に及ぼす影響（試験 1） 

試験は 2007 年に，千葉県農業総合研究センター育種研

究所果樹植木育種研究室（現農林総合研究センター果樹研

究室）苗木育成圃場（千葉市緑区辺田町，表層腐植質黒ボ

ク土）で行った．供試品種は千葉県の主力品種である「桝

井ドーフィン」と，果実品質が優れ観光園や直売所等で普

及が進んでいる「バナーネ」及び「ブルジャソットグリー

ス」を用いた．1 月 16～20 日に，前年に挿し木で育成し

た苗木の一年生休眠枝を地際から切り取り，無調製のまま

ポリエチレンフィルムで密封し，5℃の冷蔵庫で貯蔵した．

4 月 10 日に同枝を出庫し，枝を 3 等分に切断して先端部，

中間部，基部とした後，長さが約 18 ㎝で下部に節をつけ

るように水平に切断して挿し穂を調製した．挿し木後の挿

し穂の乾燥防止対策として上の切断面に融解したろうを

塗布した．その後，挿し穂を束ねて立て，下部を 18 時間

水に浸漬した．浸漬後の 4 月 11 日に先端から約 1 ㎝下で

節のない部分の直径を測定し，挿し穂径とした．また，挿

し穂重を測定した． 
圃場には苦土石灰を 10a 当たり 100kg と，基肥として

成分で窒素 11.5kg，リン酸 14.8kg，加里 8.1kg に相当す

る菜種油粕，鶏糞堆肥，熔成リン肥を 1 月 11 日に全面に

施用し，耕耘した．4 月 9 日に再度耕耘し，トラクターに

装着したマルチャを用いて厚さ 0.03 ㎜，幅 95 ㎝の黒ポリ

マルチを条間が 110 ㎝で高さが 5 ㎝程度となるように畝

を立てながら展張した．  
挿し木は 4 月 12 日に，各畝に 1 条で，株間 20cm，深

さ約 15 ㎝で垂直に行った．試験区は 一年生休眠枝の採取

部位から先端部，中間部，基部の 3 区とした．1 区の挿し

穂本数は 15 本で 3 反復とし，試験区の配置は乱塊法によ

り行った．挿し木後に萌芽し，その後新梢の伸長が認めら

れた個体を活着したと判定し，活着率を求めた．生育中は

先端の新梢 1 本のみを垂直に伸長させ，他の新梢は随時芽

かきをした．落葉後の 12 月 4 日に苗木を掘り上げ，苗木

長，苗木径，苗木重を測定した．苗木長は新梢の長さとし，

苗木径は新梢の発生位置 10 ㎝上の直径とした．  
 

                         

受理日 2014 年 8 月 7 日 
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2．「桝井ドーフィン」の挿し穂の採取部位及び形質が挿し

木に及ぼす影響（試験 2） 

 試験は 2011 年に，試験 1 と同じ圃場で行った．供試品

種は試験 1 で活着率が最も低く，改善方法の検討を要する

と判断された「桝井ドーフィン」を用いた．3 月上旬に千

葉県市原市の生産者圃場で栽培されている一文字整枝の

樹から，長さ 1～2ｍの一年生休眠枝を主枝から 2 芽を残

して切除し，3 日程度冷暗所に保管後， 3 等分に切断して

先端部，中間部，基部とした後，長さが 20 ㎝前後となる

ように挿し穂を調製した．調製後は透明のポリエチレンフ

ィルムに包んで密封し，5℃の冷蔵庫で貯蔵した．3 月下

旬に挿し穂を取り出し，試験 1 と同様に挿し穂径，挿し穂

重を測定した．また，挿し穂の体積を水を入れたメスシリ

ンダーに挿し穂を沈めることにより測定した．挿し穂重を

挿し穂の体積で除して挿し穂密度とした．測定後は再び密

封して冷蔵した．4 月 16 日に挿し穂を取り出して挿し穂

全体を約 17 時間水に浸漬した．挿し穂は先端部から 200
本，中間部及び基部からそれぞれ 100 本用意し，そのう

ち先端部の 100 本について挿し木直前にパラフィン系テ

ープ（商品名：ニューメデール）を挿し木後の地上部に出

る部分に芽を覆わないように巻いた（以下テープ処理とす

る）．なお，テープ処理はイチジクの挿し木で活着率の向

上に効果があると報告がある（平井ら，2013）．4 月 17
日にこれら計 400 本の挿し穂を 1 畝 80 本，5 畝にすべて

無作為に挿し木した．挿し床の施肥は 3 月 28 日に，マル

チの展張は 3 月 30 日に試験 1 と同様に行った．挿し木の

栽植密度，挿し木の深さは試験 1 と同じである．テープ処

理を行わなかった挿し穂には挿し木直後に乾燥防止対策

として上の切断面に木工用ボンド（商品名：ボンド木工用）

を塗布した．生育中は試験 1 と同様に先端以外の新梢の芽

かきを随時行った．また試験 1 と同様に萌芽後の活着率を

算出し，11 月 22 日には苗木長，苗木径の測定を行った． 
 

Ⅲ 結  果 

 
1．「桝井ドーフィン」他 2 品種の挿し穂の採取部位が挿し

木に及ぼす影響（試験 1） 

供試した挿し穂の直径，重さを第 1 表に示した．挿し穂

径は各品種とも基部，中間部，先端部の順で太く，基部と

先端部の間に有意差が認められた．3 品種の平均では基部

が 19.9mm で最も太く，次いで中間部が 15.9mm，先端

部が 13.8mm で，それぞれの間に有意差が認められた．

品種別の比較では，「ブルジャソットグリース」が 18.5mm
で最も太く，次いで「バナーネ」が 15.3mm，「桝井ドー

フィン」が 13.8mm であったが，有意差は認められなか

った．挿し穂重も挿し穂径と同様に各品種とも基部と先端 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部の間に有意差が認められ，3 品種の平均では基部が先端

部，中間部に比較し有意に重かった．品種別の比較では「ブ

ルジャソットグリース」が最も重かったが有意差は認めら

れなかった．  
品種及び挿し穂の採取部位が活着率に及ぼす影響を第

2 表に示した．「桝井ドーフィン」では先端部，中間部，

基部がそれぞれ 47％，69％，71％で採取部位が下方にな

るほど高くなったが，有意差は認められなかった．「バナ

ーネ」は同順で 67％，80％，93％で，基部と先端部の間

に有意差が認められた．「ブルジャソットグリース」は各

部位とも 90％前後と高かった．3 品種平均では先端部が

67%，中間部が 80％，基部が 85％で，有意差は認められ

なかった．品種別では「ブルジャソットグリース」が 90％
と最も高く，次いで「バナーネ」が 80％で，「桝井ドーフ 
ィン」は 62％で他の 2 品種に比較して有意に低かった．  

先端部 47 a
中間部 69 a
基　部 71 a
先端部 67 a
中間部 80 ab
基　部 93 b
先端部 89 a
中間部 91 a
基　部 91 a

67 a
80 a
85 a
62 a
80 b
90 b

注1）挿し木は2007年4月12日に行った．

第2表　品種及び挿し穂の採取部位が活着率に及ぼす

              影響（試験1）

　2）異なる英文字のついた数値には5％水準で有意差

         があることを示す（Tukey-Kramer法）．

   活着率(％)

試験区別

品種別

桝井ドーフィン

バナーネ

ブルジャソットグリース

桝井ドーフィン

バナーネ

ブルジャソット
グリーズ

品種，採取部位

採取部位別

先端部

中間部

基　部

先端部 10.3 a 14.4 a
中間部 13.9 ab 26.3 a
基　部 17.4 b 43.8 b
先端部 11.0 a 16.3 a
中間部 14.9 ab 30.4 ab
基　部 19.8 b 58.4 b
先端部 14.0 a 27.2 a
中間部 19.0 ab 52.5 ab
基　部 22.5 b 71.2 b

11.8 a 19.3 a
15.9 b 36.4 a
19.9 c 57.8 b
13.8 a 28.2 a
15.3 a 35.0 a
18.5 a 50.3 a

注1）挿し穂は長さ18cmに調製した．

第1表　供試した挿し穂の直径及び重さ（試験1）

ブルジャソット
グリーズ

桝井ドーフィン

バナーネ

試験区別

品種，採取部位
挿し穂径

(mm)
挿し穂重

(g)

ブルジャソットグリース

先端部

中間部

基　部

　2）異なる英文字のついた数値には5％水準で有意差が

          あることを 示す （Tukey-Kramer法）．

品種別

採取部位別

桝井ドーフィン

バナーネ
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品種及び挿し穂の採取部位が苗木の生育に及ぼす影響

を第 3 表に示した．各品種とも採取部位による苗木の生育

に一定の傾向はみられず，3 品種の平均でも同様であっ

た．品種別では苗木長，苗木径，苗木重の全てにおいて「ブ

ルジャソットグリース」が最も値が大きく，最も小さい「桝

井ドーフィン」との間に有意差が認められた．  
2．「桝井ドーフィン」の挿し穂の採取部位及び形質が挿し

木に及ぼす影響（試験 2） 

供試した挿し穂の直径，重さ，密度を第 4 表に示した．

挿し穂径は基部が 20.6mm，中間部が 18.2mm，先端部及

び先端部・テープ処理が 15mm 程度で，各間にそれぞれ

有意差が認められた．挿し穂密度は中間部が 84.7 
g/100cm3で最も軽く，88 g/100cm3前後であった先端部，

先端部・テープ処理及び基部との間に有意差が認められ

た． 
挿し穂の採取部位が活着率及び苗木の生育に及ぼす影

響を第 5 表に示した．テープ処理を行わない場合，活着率

は基部が 98％で最も高く，次いで中間部が 88％，先端部

が 75％であった．苗木の生育は，苗木長では基部が 145cm
で最も長く，次いで中間部が 136cm，先端部が 114cm で

あり，先端部は他の部位に比較し有意に短かった．苗木径

では基部が 20.9mm で最も太く，次いで中間部 18.8mm，

先端部が 15.2mm で，各間に有意差が認められた．先端

部にテープ処理を行った場合，活着率は 97％で中間部や

基部と同程度に高くなった．また苗木長は 143cm，苗木

径は 20.2mm で，中間部や基部と同程度であり，テープ 
処理を行っていない先端部との間に有意差が認められた． 

挿し穂径と密度が挿し木の活着に及ぼす影響をみるた

め，活着した挿し穂を 1，不活着であった挿し穂を 0 の応

答変数とし，挿し穂径，挿し穂密度を説明変数としたロジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スティック回帰分析を行い，第 6 表に示した．ｐ値は挿し

穂径が 0.0002 で有意であり，活着に及ぼす影響は挿し穂

密度よりも挿し木径でより強いことが伺えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挿し穂の採取部位
・処理

活着率
(％)

先端部 75 114 a 15.2 a
中間部 88 136 b 18.8 b
基　部 98 145 b 20.9 c
先端部・テープ処理 97 143 b 20.2 bc

    2）挿し木は2011年4月17日に行った．

　4）苗木の生育は同年11月22日に調査した．

苗木長
(cm)

苗木径
(mm)

　5）異なる英文字のついた数値には5％水準で有意差

          があることを示す（Tukey-Kramer法）．

注1）品種は「桝井ドーフィン」を供試した．

第5表　挿し穂の採取部位が活着率及び苗木の生育に

              及ぼす影響（試験2）

　3）挿し木は供試した挿し穂を全て無作為に配置して

          行った．

先端部 145 a 21.9 a 479 a
中間部 149 a 22.2 a 475 a
基　部 139 a 20.1 a 482 a
先端部 156 a 23.3 a 575 a
中間部 149 a 22.6 a 562 a
基　部 145 a 22.4 a 554 a
先端部 168 a 24.3 a 621 a
中間部 182 a 26.1 a 746 a
基　部 177 a 25.5 a 750 a

156 a 23.2 a 558 a
160 a 23.6 a 594 a
154 a 22.7 a 596 a
145 a 21.4 a 479 a
150 ab 22.8 ab 564 ab
175 b 25.3 b 706 b

注1）苗木の生育は2007年12月4日に調査した．

　2）異なる英文字のついた数値には5％水準で有意差があることを示す(Tukey-Kramer法)．

第3表　品種及び挿し穂の採取部位が苗木の生育に及ぼす影響（試験1）
苗木の生育

苗木長(cm) 苗木径(mm) 苗木重(g)品種，採取部位

品種別

採取部位別

バナーネ

ブルジャソット
グリーズ

試験区別

中間部

基　部

桝井ドーフィン

バナーネ

ブルジャソットグリース

先端部

桝井ドーフィン

挿し穂の採取部位
・処理

先端部 15.0 a 36.3 a 87.9 b
中間部 18.2 b 50.2 b 84.7 a
基　部 20.6 c 66.8 c 88.3 b
先端部・テープ処理 14.9 a 36.5 a 87.5 b

第4表　供試した挿し穂の直径，重さ，密度（試験2）

　3）異なる英文字のついた数値には5％水準で有意差が

         あることを示す（Tukey-Kramer法）．

    2）挿し穂の長さは約20cmに調製した．

挿し穂密度

(g/100cm3)
挿し穂径

(mm)
挿し穂重

(g)

注1）品種は「桝井ドーフィン」を供試した．

係数 標準誤差 カイ2乗 p値
回帰式の切片 7.815 4.000 3.82 0.0507
挿し穂径 -0.193 0.052 13.84 0.0002
挿し穂密度 -0.074 0.045 2.77 0.0958
注）品種は「桝井ドーフィン」を供試した．

第6表　挿し木の活着・不活着を応答変数，挿し穂径、

              挿し穂密度を説明変数としたロジスティック

              回帰分析結果（試験2）
推定値
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活着率が比較的低かった先端部について，活着・不活着

別の挿し穂の形質を第 7 表に示した．不活着だった穂につ

いては，活着した穂よりも挿し穂径が有意に細かった．挿

し穂重及び挿し穂密度値も低かったが，有意差は認められ

なかった．  
挿し穂の形質が苗木の生育に及ぼす影響をみるため，採

取部位別の挿し穂の形質と苗木径との単相関係数を第 8
表に示した．挿し穂径，挿し穂重，挿し穂密度の各形質と

苗木径に高い相関関係はみられず，挿し穂の形質が挿し木

後の生育に及ぼす影響は小さいと考えられた． 
 

Ⅳ 考  察 

 

品種別の活着率では，供試した 3 品種のうち，「ブルジ

ャソットグリース」が最も高く，「桝井ドーフィン」との

間に有意差が認められた．試験 2 の結果から，活着率は挿

し穂径が影響を及ぼしていることが示唆された．「ブルジ

ャソットグリース」については挿し穂径が全体的に他の 2
品種より比較的太かったことが活着率が高かった要因の

ひとつであった可能性もあるが，直径が平均 14mm の先

端部でも活着率が 90％前後と高かったことを考慮する

と，活着に優れる特性を持つ品種であると考えられる．一

方，「バナーネ」は先端部から採取した挿し穂の活着率が

基部より有意に低く，「桝井ドーフィン」では有意差はみ

られなかったが先端部の活着率が最も低かった．これらの

ことから，イチジクの挿し木における活着率の品種間差は

先端部で顕著で，先端部を挿し穂として有効に利用できる

品種と，利用を控えた方が良い品種があることが明らかと

なった．一方，一般的に挿し穂には不適とされている基部

については，本試験の結果からイチジクではむしろ適して

いると判断された． 

試験 1 で活着率が最も低かった「桝井ドーフィン」につ

いて，試験 2 で挿し穂の太さと密度の 2 つの要因について

ロジスティック回帰分析を行ったところ，挿し穂の太さが

活着に影響を及ぼしていることが示唆された．また，先端

部において活着しなかった挿し穂の直径は活着した穂よ

り有意に細かった．一般的に挿し穂は枝の充実した部分を

用いるとされていることから，本試験では充実を示す指標

として挿し穂密度を用いて検討したが，挿し穂密度が挿し

木に及ぼす影響は認められなかった．また，挿し穂に適し

ているとされる中間部の挿し穂密度が先端部より有意に

低かったにもかかわらず活着率及び苗木の生育は先端部

に勝っていたことから，イチジクにおいてはむしろ挿し穂

の太さの方が重要であると考えられた．平井ら（2013）
は「桝井ドーフィン」を用いた試験において，挿し木前の

挿し穂重が乾燥で低下すると活着率が低下すること，挿し

木後の挿し穂の含水率は地上部上面にろうを塗布した程

度では低下するが，テープ処理を行えば高く維持でき，活

着率も向上することを報告している．本試験においても，

先端部にテープ処理を行うことにより活着率が向上して

いることから，先端部の活着率が低い要因として，直径が

細いため単位体積当たりの表面積が大きく挿し木後に乾

燥が進みやすいためと推察され，テープ処理を行ったこと

で挿し穂の乾燥が抑制された結果，先端部においても高い

活着率が得られたと考えられた． 
挿し木後の苗木の生育について，試験 1 では採取部位に

よる差は認められなかったが，試験 2 では先端部で劣る傾

向がみられた．試験 1 と 2 では調査年が異なること，試験

1 では 1 区 15 本 3 反復による平均値の比較，試験 2 では

挿し穂 100 本を無作為に挿し木した場合の平均値の比較

であることなどから，単純な比較は難しい．しかし，先端

部の苗木の生育が劣った試験 2 においても，テープ処理に

より苗木の生育量に改善がみられ，また挿し穂の形質と苗

木径との間に一定の傾向が認められなかったことから，挿

し木直後の挿し穂含水率を高く維持できれば，挿し穂の採

取部位や形質が苗木の生育に及ぼす影響は小さいと考え

られる．中井（2009）は水稲育苗ハウスを利用してロッ

クウールの床に「桝井ドーフィン」を挿し，上部よりスプ

レーペンで一日数回灌水して育苗した場合，枝のどの部位

から挿し穂を採取しても苗及び定植後の苗木の生育への

影響はないとしており，挿し穂が乾燥しない条件での挿し

木とみれば本試験 2 のテープ処理と同様の結果であると

言える．これらから，露地における挿し木においてもパラ

フィン系テープを用いて挿し穂の乾燥を防げば，萌芽期の

前進と活着率を上げる効果（平井ら，2013）のみならず，

細い先端部を挿し穂に用いても苗木を他の採取部位と同

等に生育させることが期待できると考えられる． 

区　分
挿し穂数

(本)
挿し穂径

(mm)
挿し穂重

(g)
挿し穂密度

(g/100cm3)
　活　着 75 15.3 37.4 88.1
　不活着 25 14.0 33.1 87.2
　t検定 ns * ns ns
注1）品種は「桝井ドーフィン」を供試した．

    2）t検定の*は5％水準で有意差があることを示す．

第7表　先端部から採取した挿し穂の活着・不活着別の

              形質（試験2）

採取部位・処理 挿し穂密度

先端部 -0.144 -0.073 0.127
中間部 0.074 0.039 0.145
基  部 -0.035 0.114 0.388
先端部・テープ処理 0.045 0.044 0.053
注1）品種は「桝井ドーフィン」を供試した．

挿し穂径 挿し穂重

    2）値は相関係数rを示す．

第8表　採取部位別の挿し穂の形質と苗木径との単相関

              係数（試験2）
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Ⅴ 摘  要 

 

イチジクの挿し木において，品種及び挿し穂の一年生休

眠枝における採取部位が挿し木に及ぼす影響を調査した． 
1．「桝井ドーフィン」，「バナーネ」，「ブルジャソットグリ

ース」の 3 品種では「ブルジャソットグリース」が最も活

着率が高く，最も低い「桝井ドーフィン」との間に有意差

が認められた．このことから，挿し木の活着率には品種間

差があることが示唆された． 
2．「ブルジャソットグリース」では一年生休眠枝のいずれ

の部位から採取した挿し穂を用いても高い活着率が得ら

れたが，「バナーネ」では先端部の活着率が基部に比較し

て劣り，「桝井ドーフィン」においても同様の傾向がみら

れた．このことから，挿し穂は一年生休眠枝の中間部及び

基部からの採取が望ましく，先端部は品種によっては活着

率が劣ると考えられた． 
3．「桝井ドーフィン」について挿し穂の採取部位が挿し木

後の活着や生育に及ぼす調査を詳細に行ったところ，先端

部の活着率が最も低く，生育も劣った．しかし，挿し穂の

地上に出る部分にパラフィン系テープを巻く処理を行う

ことによって活着率及び生育量が向上した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．挿し穂の直径，重さ，密度が挿し木後の苗木の生育に

及ぼす影響は小さいと考えられた． 
5．以上から，イチジクの挿し木では，一年生枝の中間部

及び基部が挿し穂に適すること，先端部は「桝井ドーフィ

ン」等品種によっては活着率が低くなり，苗木の生育量も

劣る場合があるが，挿し穂の地上にでる部分にパラフィン

系テープを巻くことにより改善されることが明らかにな

った． 
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Influence of Cutting Position in 1-year-old Fig Wood on Cutting 

Rooting Rate and Growth 
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Summary 

 

We investigated the influence of cultivar type and cutting position in 1-year-old 

dormant fig wood on cutting rooting rate and growth. 

1．Among ‘Masui Dauphin’, ‘Banane’, ‘Bourjassotte Grise’, ‘Bourjassotte Grise’ had the 

highest rooting rate; the rate was significant higher than that of the cultivar with the 

lowest rate, namely ‘Masui Dauphin’. There are therefore inter-cultivar differences 

in the rooting rates of cuttings. 

2．In the case of ‘Bourjassotte Grise’, the rooting rate was high regardless of whether we 

took cuttings from the tip, base, or middle of 1-year-old dormant wood. In contrast, 

in ‘Banane’ the rooting rate of cuttings taken from the tip was inferior to that of 

cuttings taken from the base, and this trend was similar in ‘Masui Dauphin’. 

Therefore, cuttings should be taken from the intermediate or base parts of the 

1-year-old dormant wood; cuttings from the tip are inferior in some cultivars. 

3．More detailed investigation of the influence of cutting position on rooting and on 

growth after cutting in ‘Masui Dauphin’ revealed that cuttings from the tip had the 

lowest rooting rate and inferior growth. However, rooting rate and growth improved 

when paraffin tape was wound around the above-ground parts of the cutting. 

4．The influences of the diameter, weight, and planting density of the cutting on growth 

of the young plant were small. 

5．The intermediate and base parts of the 1-year-old wood were thus most suitable for 

taking cuttings. In cultivars such as ‘Masui Dauphin’, rooting rate depended on 

cutting position, and cuttings taken from the tip were inferior in terms of rooting 

rate and growth. However, these parameters could be improved by binding the 

above-ground parts of the cutting with paraffin tape. 

 


